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司 会 田中 伸彦 S ＡＡ委員長

点 鐘

斉 唱

（清水 高彦 会長）

来客紹介

我 等 の 生 業

出席報告 （比留間 重次 出席副委員長）

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回 出席率修正

33名 28名 84.85％ 90.91％→93.94％

○ メーキャップ（第1608回）

見延 壽昭 会員 → 国際奉仕委員長会

○ お客様

卓話講師 社会福祉協議会 阿部 和功 様

米山奨学生 呉 祥 松 様

（清水 高彦 会長）

（ 2 0 0 5年 3月 1 6日）

会務報告 （清水 高彦 会長）

○ 菅生高校より入学式の案内を頂きました。

4月9日(土) 10：00～

○ 社会福祉協議会より 機関紙「こもれび」を頂きました。

卓話講師

阿部和功様

お 元 気 で …

呉祥松様



栗原高明会員⇒先般のＩＭでは大変お世話になりました。まだ

記 録が残っておりますがこれからもご協力よろしくお願いしま

す。

波多野稔ガバナー補佐⇒3月9日のＩＭにはホストクラブとして

ご夫人を含む多数の出席をいただき細心のお心使いの甲斐あり、

来賓を含む分区内の皆様方大勢がお開きまで賑賑しくお付き合

いを頂きましたことに、二重の感謝を申し上げます。ありがと

うございました。

清水高彦会長⇒3月9日の分区合同例会並びにＩＭには会員又ご

夫 人の皆様、関係の方々には一日中、ご苦労様でした。お疲れ

様 でした。ありがとうごさいました。

藤野豊幹事⇒先日のＩＭご協力有難うございました。ホストク

ラブとして無事に大役を果たすことができました。

比留間孝司会員⇒先日のＩＭでは皆さんお疲れ様でした。

荻野武久会員⇒阿部様には、本日の卓話の講師として快く受け

ていただきありがとうございました。

峯岸一郎会員⇒先週のＩＭホストお疲れ様でした。

ニコニコＢＯＸ

武蔵村山市社会福祉協議会は

「誰もがこころ豊かに安心して

生活できる地域」を実現するた

めに、住民やボランティア、市

民団体の方々など、地域の福祉

関係者とともに地域福祉活動を

中心に様々な活動をする民間の

福祉団体です。又、市から委託

を受け市民総合センター内にお

ける事業の運営や市立のぞみ福祉園において知的障害者授産施設の

運営を行なっています。

◎社会福祉協議会事務局 （法人管理担当・地域福祉支援担当）

①小地域福祉組織化事業 ②地域福祉権利擁護事業 ③生活福祉

資金・離職者支援資金・長期生活支援資金・緊急小口資金の貸付・

緊急援護資金の貸付 ④シルバーテレホン相談事業 ⑤福祉まつ

りの開催 ⑥社協福祉バザーの開催 ⑦歳末たすけあい事業

⑧車椅子の貸出し ⑨ひとり暮らし高齢者入浴券助成 ⑩機関紙

「こもれび」の発行 ⑪赤い羽根共同募金運動への協力 ⑫有償

家事援助団体・福祉学習会・老人クラブ・障害者団体等への助成

⑬ひとり親家庭・心身障害者休養ホーム利用者旅費助成

⑦～⑪までの事業は武蔵村山市から委託されているものです。

◎ボランティアセンター

地域におけるボランティア活動の拠点として、広報活動、登録、

コーディネート、講座や関係機関との連絡調整を行ないます。ボ

ランティア団体及個人に作業室、会議室、点字録音室等の貸出し

もしています。

◎子ども家庭支援センター

子どもの問題や家庭の問題に関する身近な相談機関です。

①子どもと家庭の相談 ②子育てサークルの育成と支援 ③講座

の開催 ④情報の提供

◎在宅介護支援センター（居宅介護支援事業所併設）

高齢者の方やその家族の抱える福祉・保健・医療など生活の様

な心配事の相談に応じます。

①在宅介護等に関する総合的な相談 ②市の福祉サービスの説明、

申請の代行 ③介護保険のケアプランの作成 ④福祉用具の説明、

紹介

◎障害者地域自立生活支援センター

障害者の方やその家族の地域における生活を支援し、自立生活と

社会参加の促進を援助します。

①介護相談及び情報の提供 ②在宅福祉サービス利用の援助

③社会資源の活用や社会参加を高めるための支援 ④ピアカウン

セリング

◎高齢者在宅サービスセンター

在宅の高齢者の方が、可能な限り自立した日常生活を営むことが

できるよう、レクリエーション、趣味活動、訓練、入浴等の様々

なサービスを提供します。

◎身体障害者福祉センター

身体障害者の自立の促進、身体機能の維持向上ができるよう、入

浴・食事・送迎等のデイサービス事業や心身障害者（児）ショー

トステイ事業を行ないます。

①身体障害者デイサービス <15歳以上の身体障害者及びその介護者>

②ショートステイ事業 <15歳以上65歳未満の心身障害者（児）>

◎のぞみ福祉園（知的障害者授産施設）

15歳以上の知的障害者の方で雇用される事が難しい方に自立生

活

に必要な訓練と仕事を提供し、社会参加の援助を行なっています。

昨年12月に実施した歳末たすけあい運動には、皆様の温かいご

理解とご協力をいただきありがとうございました。お陰様を以ちま

して、募金総額 2,065,384円となりました。このお金は見舞金のほ

かに、地域福祉活動費として平成17年度の1年間に亘り、小地域福

祉組織化事業やシルバーテレホン相談事業の充実に使用させていた

だきます。

（峯岸 一郎 親睦委員）

幹事報告
（藤野 豊 幹事）

○ ＩＭのお礼 （波多野 稔 ガバナー補佐）

3月9日のＩＭでは、多くの会員・ご夫人の参加を頂き、又、

ホ ストクラブとしてご協力頂き、まことにありがとうござま

した。

○ 残堀川清掃について （宮﨑 茂夫 環境保全委員長）

3月19日 (土) 9：00集合して下さい。約100名の参加の予定

委員会報告

○ 親睦旅行について （野島 征 親睦委員長）

4月16日 (土) の親睦旅行の行程表とパンフレットを配布しま

し た。現在約30名の参加申込みがありますが、できれば40名

く らいの方に参加していただきたいと思っておりますのでよ

ろし くお願いします。

○ 国際奉仕委員長会議について

（見延 壽昭 国際奉仕・世界社会奉仕委員長）

・ロータリーインターナショナルマスターカードができまし

た。 このカードを利用すると 0.3％ が財団に戻るそうです。

・委員会の予算が 0 というクラブがありましたので参考にし

て 下さい。

・中村カウンセラーが、日本は多くのお金を出しているので

もっ とプログラムに参画する方が良いと話していました。

○ 奨学生としての最後のご挨拶 （呉 祥 松 様）

皆様のおかげで学業を完成し今月の末に帰国する

予定です。ありがとうございました。
→

→

○ 江戸川中央ＲＣより10周年誌を頂きました。

○ 例会変更

・秋川ＲＣ 4月7日→移動例会

八王子カントリークラブ

→


